
 

 

 

 

 

例年、6月初旬に更新申請書を送付しており、1年に 1回の更新手続きが必要と

なっておりましたが、令和 5年 8月 1日以降の福祉医療費等受給券/助成券に係る

更新申請書の提出を原則不要としますので、更新申請書は送付いたしません。 

ただし、公簿等で状況確認が出来ない場合は、これまでどおり更新申請書を送付

しますので、必要書類を添えて提出をお願いいたします。 

 

 

 

 

※以下の方については、引き続き更新申請書の提出が必要です。 

  ・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳が公簿等により確認 

出来ない方 

・精神障害者保健福祉手帳の有効期限が切れている方 

・住所地特例（障害者支援施設への入所など）の方 

・母子父子家庭の証明が公簿等により確認出来ない方 

・本人、配偶者、扶養義務者が他市町で課税されている方 

  (本年の 1月 1日時点で彦根市にお住まいでなかった方も含みます。) 

・本人、配偶者、扶養義務者が所得申告をされていない方 

・その他、状況を確認する必要がある方 

公簿等の確認により更新申請書の提出が不要となる方、更新申請書の提出が必要

となる方で、期限内に提出された方について、所得等の審査を行った後、引き続き

該当となる場合には、令和 5年 8月 1日以降の福祉医療費等受給券/助成券を 7月

下旬頃に郵送いたします。 

(審査の結果、非該当となる方には、同時期に非該当通知を送付いたします。) 

 

令和５年度より、福祉医療費助成の更新手続きが 

自動更新となり、更新申請書の提出が 

原則不要(※)となります！ 

 

お知らせ 

 
裏面に続きます。必ずご確認ください！ 

 
今までは、 

全員申請 
 福祉医療費等受給券/助成券送付 

７月下旬頃 

原則申請不要 

令和 5年度から 

公簿等で自動更新 

 



◎枠内の事項に変更があった場合は、必ず届け出てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

◎適正受診を心がけましょう。 

適正受診とは、医療機関等へのかかり方を見直すことで、地域の安定した医療提供を目指すこ

とです。例えば、同じ症状で複数の医療機関を受診する、外来診療をやっていない時間帯に、緊

急性がない症状で救急外来を受診する、薬をもらいすぎる、などのかかり方をされると医療機関

や薬局、さらにはご自身の体への負担を増加させることにつながります。                

医療機関等への受診方法を見直すと、医療機関等の体制が整うほか、医療費を節約することも

できます。多くの方が安心して医療機関等を受診できるよう、適正受診にご協力をお願いいたし

ます。 

・転職などで健康保険証が変わった 

  ･･･新しい健康保険証を持って、窓口へお越しください。 

・受給券/助成券を失くした 

  ･･･券を再発行しますので、本人確認書類を持って、窓口へお越し 

ください。 

・市内で転居した 

  ･･･券の差し替えをしますので、転居手続き後に、受給券/助成券を 

持って窓口へお越しください。 

・市外へ転出する 

  ･･･券の有効期限が変わりますので、転出する前に、受給券/助成券 

を持って窓口へお越しください。 

・障害手帳等の等級が変わった 

  ･･･券の種類が変更になったり、場合によっては助成の対象から 

外れることがありますので、お問い合わせください。 

    彦根市役所 保険年金課 年金係 TEL：0749-30-6136 

 


